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「自らの意思に基づき行動する限り，その際の

安全確保は，最終的には自己責任において行

うべき」という考え方がある

（危険が内在する河川の自然性を踏まえた河川利用

及び安全確保のあり方に関する研究会，「恐さを知っ

て川と親しむために 提言」，平成12年10月30日）

⇒ 利用者自身の安全意識も求められる

2研究背景
● 鴨川（京都市）について

● 河川の自由利用について

・歴史的・文化的背景を持つ観光地

⇒ 国内及び海外からの観光客が増加

⇒ 景観機能の配慮・確保が求められる

・急流であるため，氾濫が発生しやすい

⇒ 治水機能の確保が求められる

鴨川納涼床の様子

2018年西日本豪雨による増水の様子

• 鴨川河川敷の利用形態の把握

• 鴨川河川敷利用時の大雨への安全意識の把握

• 鴨川河川敷の利用者から見た河川空間に関するイメージの把握

3研究目的
● 既往研究

● 研究目的

• 石河ら（2008）１)：武庫川流域を対象としたアンケート調査を行い，調査結果

から河川空間の利用者の安全意識について検討した．

• 福井ら（2017）2)：鴨川流域を対象にSD法を用いたアンケート調査を行い，

各季節の魅力や印象の変化を明らかにした．

【出典】
1) 石河和也・石垣泰輔・島田広昭：河川における水辺利用者の安全意識調査，第27回日本自然災害学会学術講演会講

演概要集，pp.143-144，2008．
2) 福井亘，佐竹悠理，濱田梓，疋嶋大作，瀬古祥子，高林裕：京都鴨川の景観と春から秋の季節変化の魅力について，

ランドスケープ研究，80巻，5号，pp.609-614，2017．



4対象地域

：下流側 ：上流側

● 橋による区域分け

● 区域別の距離

・17の橋で16区域に分割

・上流側と下流側で2エリアに分割

● 鴨川河川敷（京都市）
（北山大橋～七条大橋）

＜出典＞

京都府HP：「かもがわWALKマップ」，

<https://www.pref.kyoto.jp/kamoga

wa/documents/11_kamogawa_walk

_map.pdf>

5調査概要（1/2）
● 利用者数調査

＜日程＞

2019年6月～9月，1か月毎に平日と休日に実施

＜方法＞

・橋ごとに上流と下流を向いて，右岸・中州・左岸の写真撮影及び動画撮影を行う．

・撮影した写真と動画を用いて，区域ごとの利用者数を調査する．

⇒ 区域ごとの利用者数（密度）から，アンケート調査の目標サンプル数を算定する．

● アンケート調査

＜日程＞

2019年11月8日（金），11時～15時半（4時間半）

＜方法＞

現地で利用者に対してアンケート用紙を直接配布し，記入をお願いする形で実施

アンケート用紙：日本人向けと外国人向けの2種類を用意

総回答数：220人（区域ごとの目標サンプル数は利用者数調査結果をもとに決定）

6調査概要（2/2）
● 主な質問項目

・日本人利用者向け：

大雨への意識やイメージについて

の詳細な質問

・外国人利用者向け：

過去の水害の知識や景観イメージ

の理由といった簡易な質問

● SD法（Semantic Differential method）

20種類の評価尺度（形容詞対）を用いた河川敷

（河川空間）のイメージ評価

⇒ 得られた評価値をもとに因子分析を行い，

因子（イメージの構成要素）を抽出する．

因子抽出法：最尤法，回転法：バリマックス回転

計算方法：「SPSS」

※ 日本人利用者のみを対象とする SD法に基づくアンケート用紙
（日本人利用者のみ対象）

7調査結果（1/3）
● 調査区域ごとの利用者数密度



8調査結果（2/3）
● 集計結果（年齢層・性別・目的・国別）

日本人利用者

外国人利用者

外国人利用者（国別）

１６８人

５２人

9調査結果（3/3）
● 地元住民・観光客・利用頻度（日本人利用者）

⇒ 地元住民の方が河川敷までの所要時間が短く，利用頻度が高い傾向がある．
上流側の利用者は下流側よりも所要時間が短く，利用頻度が高い傾向がある．

地元住民・観光客 上流側・下流側

10分析 ① 大雨への安全意識（1/5）
● 大雨への意識・大雨時の行動（日本人利用者）

Q. 急に大雨が降りだした場合どのような
行動をとりますか？

Q. 鴨川河川敷の利用時に大雨を
意識していますか？

⇒ 利用者の半数以上は，大雨の意識
をほとんど又は全くしていない．

11分析 ① 大雨への安全意識（2/5）
● 地元住民とそれ以外の利用者の比較（日本人利用者）

Q. 鴨川利用時に大雨を意識していますか？（住所との関係）

場所 京都市在住 京都市外・他都道府県在住 無回答

回答者数（人） 94 71 3

⇒ 地元住民（京都市在住）の方が，観光客よりも大雨への安全意識が高い．



12分析 ① 大雨への安全意識（3/5）
● 上流側・下流側の比較（日本人利用者）

場所 北山大橋～丸太町橋 丸太町橋～七条大橋

回答者数（人） 84 84

Q. 鴨川利用時に大雨を意識していますか？（利用場所との関係）

⇒ 利用している場所（上流側と下流側）の違いによる，大雨への安全意識に関
する大きな差は見られなかった．

13分析 ① 大雨への安全意識（4/5）
● 利用頻度との関係（日本人利用者）

頻度 毎日 週に2, 3回 週に1回 月に1, 2回 月に1回未満 無回答

回答者数（人） 20 36 18 31 60 3

⇒ 鴨川河川敷の利用頻度が高い回答者の方が，大雨への安全意識が高
い．

Q. 鴨川利用時に大雨を意識していますか？（利用頻度との関係）

14分析 ① 大雨への安全意識（5/5）
● 大雨への意識・過去の水害の知識との関連（外国人利用者）

22%

53%

78%

47%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

I don't know the Kamo River
brought extreme flood in the past.

I know the Kamo River brought
extreme flood in the past.

I think the Kamo river will overflow.
I don't think the Kamo river will overflow.

Q. 過去に鴨川で氾濫が起こったことを知っていますか？

（今後氾濫すると思うかについての回答と合わせて）

Q. 鴨川は今後氾濫する

と思いますか？

31%

69%

Yes No

⇒ 鴨川が過去に洪水・氾濫が起こったこと（歴史に関する知識）を知っている人の
方が，鴨川が今後氾濫すると思うと回答した割合が大きい．

15分析 ② 河川敷のイメージ（1/6）
● イメージプロフィール（日本人利用者）

地元住民・観光客の比較 上流側・下流側の比較

⇒ 地元住民や上流側は，緑や水辺の自然・美しさ・心地よさの評価が高い傾向があ
り，観光客や下流側は，歴史性に関する評価が高い傾向がある．



16分析 ② 河川敷のイメージ（2/6）
● イメージプロフィール（日本人利用者）

利用頻度（2パターン）による比較 利用頻度（3パターン）による比較

⇒ 利用頻度が高い人は，「派手」，「賑やか」と感じる一方で，「好き」，「魅力的」，「心地よい」
と感じている．⇒ 利用者の増加は，鴨川の魅力を損なうものにはならないと考えられる．

17分析 ② 河川敷のイメージ（3/6）
● 因子分析結果（対象地域全体：北山大橋～七条大橋）

⇒ 鴨川河川敷のイメージの
構成要素（5因子）を抽出

「地域性（個性）」，「快適性」，
「緑や水辺の自然」，「開放感」 ，
「賑わい」とした．

18分析 ② 河川敷のイメージ（4/6）
● 因子分析結果（上流側：北山大橋～丸太町橋）

⇒ イメージの構成要素（4因子）を
「色とりどりの自然」，「快適性」，
「開放感」，「賑わい」 とした．

19分析 ② 河川敷のイメージ（5/6）
● 因子分析結果（下流側：丸太町橋～七条大橋）

⇒ イメージの構成要素（4因子）を
「地域性（個性）」，「快適性」，
「均整性」，「平穏性」 とした．



20分析 ② 河川敷のイメージ（6/6）
● 回答結果（外国人利用者）

Q. 好印象を持った理由について（複数回答可）

⇒ 外国人利用者（回答者）は，全員が鴨川の景観に肯定的な印象を持っている．

また，主に「広い空間」や「川の流れ」に魅力を感じている．

56%31%

13%

0% 0%

Excellent Very good Good
Not so good Bad

13%

10%

21%

56%

71%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Others

History

Matching to surroundings

River flow

Open space

Q. 鴨川の風景にどのような

印象を持っているか？

21まとめ・今後の課題
● まとめ

● 今後の課題

• 鴨川河川敷の利用者のうち，日本人利用者の約6割・外国人利用者の約7割が大雨

に対する安全意識が低いという結果が得られた．

• 日本人の利用者は，利用頻度が高い人（鴨川が生活と密着している人）の方が，利用

時の大雨への安全意識が高い一方で，外国人の利用者は，鴨川の過去の水害に関

する知識を持っている人の方が，利用時の大雨への安全意識が高いと考えられる．

• 日本人の利用者は，鴨川の地域性（歴史的街並みを含んだ鴨川特有の空間）や居心

地の良さ（快適性）を鴨川河川敷の主なイメージとして感じている一方で，外国人の利

用者は広い空間（開放性）や水の流れ（自然性）を鴨川河川敷の主なイメージとして感

じていると考えられる．

• 追加調査によるサンプル数の確保（改めて安全意識等の分析）

• 水理計算による鴨川洪水時の高水敷の冠水状況の把握及び安全避難に関する検討

• 水理計算結果と意識調査結果を用いた河川敷の安全利用に関する検討

ご清聴ありがとうございました


